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広
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し
も
つ
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5
月
号

毎
月
1
0
日
発
行

発
行
／
下
妻
市
・
市
長
公
室
秘
書
課
 ☎
0296

-43
-2111

　
　
　
〒
304-8501 茨

城
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下
妻
市
本
城
町
2
-22

N
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広

報
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笑顔ぴかぴか
わくわくいっぱい新１年生

4月6日　平成27年度入学式（上妻小学校体育館で）4月6日　平成27年度入学式（上妻小学校体育館で）4月6日　平成27年度入学式（上妻小学校体育館で）

印
刷
／
富
岡
印
刷
所

U
R
L  http://w

w
w
.city.shim

otsum
a.lg.jp/

E
-m
ail  info@

city.shim
otsum

a.lg.jp
広
報
し
も
つ
ま
は
、
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

日55..22445.24
99::0000～～1515::0000
小小貝貝川川ふふれれああいい公公園園
9:00～15:00
小貝川ふれあい公園

時　間

ところ小貝川フラワー小貝川フラワー
フェスティバル2015フェスティバル2015
小貝川フラワー小貝川フラワー
フェスティバル2015フェスティバル2015

ポピーのカーペットでポピーのカーペットで
逢いましょう。逢いましょう。
ポピーのカーペットで
逢いましょう。

プログラム
  9:00～  9:30
  9:30～10:00
10:10～10:40

11:30～12:00
12:00～15:00

セレモニー
ねば～る君ステージ（1回目）
東部中学校吹奏楽部演奏

10:50～11:20 しもんChuライブ
ねば～る君ステージ（2回目）
市民ステージ

・常陸乃国多賀谷太鼓（太鼓）
・レファ＆イリマ　フラサークル（フラダンス)
・チェリーブラッサム（楽器演奏）
・下妻ソーラン舞(よさこい)
・盛廣友の会（尺八）
・藤貴流扇和会(詩舞)
・ガールスカウト茨城県第42団(合唱)

（出演団体：順不同）

無料シャトルバス運行
5.24 ㈰のみ

下妻駅⇔ふれあい公園
60分間隔（昼を除く）

始発 下妻駅　　　　9:00
最終 ふれあい公園 16:00

下妻発ご当地アイドル

しもんChu

ステージステージ
観覧用テント観覧用テント
ステージ
観覧用テント

ねば～る君ねば～る君ねば～る君

2015 MAY
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新校舎完成イメージ
平成30年春に開校予定平成30年春に開校予定平成30年春に開校予定

■施設の概要

■配置図

配
置
平
面
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

安心安全で地域から愛される学校づくりを目指して安心安全で地域から愛される学校づくりを目指して
下妻中学校新校舎の基本設計がまとまりました下妻中学校新校舎の基本設計がまとまりました

安心安全で地域から愛される学校づくりを目指して
下妻中学校新校舎の基本設計がまとまりました

　

平
成
30
年
春
に
新
校
舎
で
の
開
校
を
予
定
し
て
い
る
下
妻
中
学
校
改
築
事
業
。

　

平
成
26
年
５
月
か
ら
市
議
会
議
員
、
地
域
の
代
表
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
知
識
経

験
者
、
学
校
の
教
職
員
や
市
職
員
等
で
組
織
さ
れ
た
下
妻
中
学
校
建
設
委
員
会
に

よ
り
、
建
設
の
基
本
と
な
る
考
え
方
を
整
理
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
同
委
員
会
の
考
え
方
を
基
に
行
っ
た
基
本
設
計
の
概
要
を
紹
介

し
ま
す
。

　

下
妻
中
学
校
の
新
校
舎
は
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階
建
て
と
し
、
現
在

の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
一

部
に
建
設
し
ま
す
。
現
在
の
校
舎
や
給

食
室
が
あ
る
場
所
は
整
地
し
て
グ
ラ
ウ

ン
ド
と
し
て
使
用
し
ま
す
。

　

新
校
舎
や
既
存
施
設
の
第
一
体
育
館
、

武
道
場
等
の
建
物
を
中
学
校
敷
地
の
北

側
に
集
中
す
る
こ
と
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
現
在
の
約
１
・
５
倍
の
広
さ
と
な
り
、

　

新
校
舎
の
建
設
は
、
既
存
校
舎
を
利
用

し
な
が
ら
進
め
る
計
画
と
し
、
次
の
点
に

考
慮
し
な
が
ら
設
計
を
行
い
ま
し
た
。

①
生
徒
の
登
下
校
や
活
動
範
囲
と
、
教
職

　

員
や
給
食
材
料
等
の
搬
入
の
車
両
が
交

　

差
し
な
い
よ
う
明
確
に
分
離
し
校
内
の

　

安
全
性
を
確
保
し
ま
す
。

②
防
犯
の
観
点
か
ら
職
員
室
を
校
舎
南
面

　

に
配
置
し
、
で
き
る
限
り
見
通
し
を
確

　

保
し
ま
す
。

③
既
存
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
生
か
し
な
が
ら
、

　

で
き
る
限
り
広
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
確
保

　

し
ま
す
。

④
体
育
館
の
地
域
開
放
を
想
定
し
、
第
一

　

体
育
館
の
近
く
に
来
客
用
駐
車
場
を
確

　

保
し
ま
す
。

⑤
工
事
範
囲
を
既
存
校
舎
か
ら
明
確
に
分

　

離
し
、
生
徒
の
安
全
な
学
習
環
境
を
確

　

保
し
ま
す
。

⑥
生
徒
の
日
常
空
間
で
あ
る
普
通
教
室
を

　

南
側
に
配
置
し
、
共
用
ス
ペ
ー
ス
を
挟

　

ん
で
特
別
教
室
を
北
側
に
配
置
し
ま
す
。

⑦
図
書
室
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
か
ら
な
る

　

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
学
校
の
中
心
に

　

配
置
し
、
全
学
年
に
対
し
て
利
便
性
の

　

高
い
計
画
と
し
ま
す
。

⑧
美
術
、
技
術
、
家
庭
科
室
は
ま
と
め
て

　

配
置
し
、
創
作
エ
リ
ア
と
し
ま
す
。

⑨
大
地
震
の
際
に
も
損
傷
を
最
小
限
に
抑

　

え
、
震
災
後
も
建
物
を
継
続
し
て
使
用

　

で
き
る
よ
う
、
耐
震
壁
を
バ
ラ
ン
ス
よ

　

く
配
置
し
ま
す
。

さ
ら
に
駐
車
場
も
整
備
し
ま
す
。

　

砂
沼
や
筑
波
山
を
望
む
恵
ま
れ
た
景

観
を
生
か
し
な
が
ら
、
安
心
安
全
な
学

習
の
場
と
な
る
計
画
と
し
ま
し
た
。

特集1 下妻中学校改築事業

学校敷地

グラウンド

駐｠車 場

５０，７８７㎡

２８，８１８㎡
サッカー場１面、野球場１面
ソフトボール場１面
テニスコート４面

８０台分

構　　造

床
面
積

諸　　室

鉄筋コンクリート造３階建て

校　舎 ７，７３０㎡（給食室含む）

部室棟 ７９５㎡（部室１５室、体育倉庫、２階卓球場含む）

普通教室１８室
特別支援教室５室
特別教室１０室（理科室、音楽室、美術室、技術
　　　　　　　　室、家庭科室、図書室、パソコ
　　　　　　　　ン室、多目的室等）
管理諸室４室（職員室、校長室、会議室、保健室）

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

平
成
27
年
度
は
、
基
本
設
計
を
基
に
、

さ
ら
に
具
体
的
で
詳
細
な
実
施
設
計
を
行

い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
29
年
度
に
か
け
て
建

設
工
事
を
実
施
し
、
平
成
30
年
春
の
開
校

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
過
程
で
は
、
多
く
の
方
々
か
ら
の

意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
安
心
安
全
で
地
域

か
ら
愛
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

  

学
校
教
育
課 

施
設
係 

☎
45
ー
８
９
９
４

完成イメージ

現在の配置図

計画配置図

プールプール 武道場武道場

テニスコートテニスコート第一第一
体育館体育館

第二第二
体育館体育館

プール 武道場

テニスコート

テニスコートテニスコートテニスコート

校舎

第一
体育館

第一第一
体育館体育館
第一
体育館 新校舎新校舎新校舎

部室棟部室棟部室棟

第二
体育館

取り壊し建物

駐車場駐車場駐車場 武道場武道場武道場

自転車自転車
小屋小屋
自転車
小屋

第二第二
体育館体育館
第二
体育館

今後も利用する建物

N

N
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■
き
ら
き
ら
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
プ
ラ
ン

重　
　

点　
　

事　
　

業

ご
利
用
く
だ
さ
い「
利
用
者
支
援
専
門
員
」

さ
ら
に
手
厚
く 

子
育
て・医
療・福
祉
を
支
援

子
ど
も
・
子
育
て
・
高
齢
者
・
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
諸
計
画
を
策
定

　市では、国の支援新制度や法律に対応した「子ども・子育て」「高齢者」「障害者」
の福祉に関する諸計画を策定しました。第5次下妻市総合計画で掲げる「地域で支えあ
いやさしく暮らせる安全安心都市」の実現に向けて、さらに手厚く子育て・医療・福祉
の支援に取り組んでいきます。

　

市
で
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
と
次
世
代
育
成
支
援

対
策
行
動
計
画
を
一
体
的
に
、「
下

妻
市
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
プ
ラ

ン
」
と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
期
間
は
、
平
成
27
年
度
か

ら
平
成
31
年
度
ま
で
の
５
年
間
。

「
地
域
で
育
む
子
ど
も
の
未
来　

笑

顔
あ
ふ
れ
る
子
育
て
の
ま
ち 

〜
子

育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
し
も
つ
ま
〜
」

の
理
念
の
下
、
①
す
べ
て
の
子
ど

も
が
す
こ
や
か
に　

②
子
育
て
家

庭
が
喜
び
を
も
て
る
よ
う
に　

③

地
域
み
ん
な
の
力
の
発
揮　

の
３

つ
の
基
本
視
点
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

総
合
的
な
子
育
て
支
援
事
業
の

充
実
な
ど
を
図
る

た
め
、
次
の
13
の

重
点
事
業
に
取
り

組
み
ま
す
。

①
時
間
外
保
育
事
業

②
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

　
（
学
童
保
育
）

③
子
育
て
短
期
支
援
事
業

　
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

④
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

⑤
一
時
預
か
り
事
業

⑥
病
児
保
育
事
業

⑦
子
育
て
援
助
活
動
支
援
事
業

　
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

　

セ
ン
タ
ー
）

「
子
ど
も
を
預
け
た
い･･･

」

「
子
ど
も
の
こ
と
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る･･･

」

こ
ん
な
時
は
、「
利
用
者
支
援
専
門
員
」に

相
談
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、４
月
か
ら「
利
用
者
支
援
専
門
員
」を

市
役
所
子
育
て
支
援
課
内
に
配
置
し
て
い
ま
す
。

　
「
利
用
支
援
専
門
員
」は
、子
ど
も・子
育
て
支

援
の
推
進
に
あ
た
って
、子
ど
も
お
よ
び
そ
の
保
護

者
等
、ま
た
は
妊
娠
し
て
い
る
方
が
教
育・保
育
施

設
や
地
域
の
子
育
て
支
援
事
業
等
を
円
滑
に
利

用
で
き
る
よ
う
、身
近
な
実
施
場
所
で
情
報
収
集

と
提
供
を
行
い
、必
要
に
応
じ
て
相
談・助
言
等
を

行
う
と
と
も
に
、関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
等
を

実
施
し
、利
用
者
を
支
援
し
ま
す
。

⑧
利
用
者
支
援
に
関
す
る
事
業

⑨
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業

⑩
養
育
支
援
訪
問
事
業
お
よ
び

　

要
保
護
児
童
等
支
援
事
業

⑪
妊
婦
健
診
実
施
事
業

⑫
実
費
徴
収
に
係
る
補
足
給
付

　

を
行
う
事
業

⑬
多
様
な
主
体
が
本
制
度
に
参

　

入
す
る
こ
と
を
促
進
す
る
た

　

め
の
事
業

特集2 さらに手厚く 子育て・医療・福祉を支援

問
い
合
わ
せ  

子
育
て
支
援
課 

☎
45
ー
８
１
２
０

利用者支援専門員

面土座 由美さん
め ん ど ざ

高齢者保健福祉計画・第６期介護保険事業計画

標準給付費見込額

　

第
６
期
計
画（
平
成
27
年
度
〜

平
成
29
年
度
）は
、医
療・介
護・予

防・住
ま
い・生
活
支
援
を
一
体
的
に

提
供
す
る「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」の
構
築
に
向
け
、第
５
期
か
ら

の
方
向
性
を
継
承
し
つ
つ
、団
塊
の

世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
平
成
37

年
を
見
据
え
た
中
長
期
的
な
計
画

と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

 

計
画
で
は
、健
康
の
維
持・増
進
、

要
介
護
の
状
態
に
な
る
こ
と
を
防

止
す
る
た
め
の
総
合
的
な
対
策
と

し
て
各
種
介
護
予
防
事
業
に
重
点

を
置
き
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け

る
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

第
６
期
計
画
中
に
当
市
の
高
齢

化
率
は
25
％
を
超
え
、介
護
給
付

費（
介
護
施
設
サ
ー
ビ
ス
や
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
、福
祉
用
具
購
入
な
ど
に
か

か
る
費
用
）は
、３
年
間
で
94
億
３

千
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、平
成
37
年
に
は
高
齢

化
率
が
30
％
超
、年
間
介
護
給
付

費
42
億
７
千
万
円
と
い
う
推
計
値

が
出
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、計
画
に
は
市
民
の
皆
さ

ま
２
，９
７
０
人
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た「
高
齢
者
保
健
福
祉
ア
ン
ケ
ー
ト
」

「
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」の

第４期障害福祉計画
　

第
４
期
障
害
福
祉
計
画
は
、
障
害
者

総
合
支
援
法
第
88
条
第
１
項
に
定
め
る

「
市
町
村
障
害
福
祉
計
画
」
で
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
体
制
の
確
保

や
円
滑
な
実
施
を
目
的
と
し
て
策
定
す

る
も
の
で
す
。

　

こ
の
計
画
は
、「
障
害
者
プ
ラ
ン（
下

妻
市
障
害
者
計
画
）」の
実
施
計
画
と
し

て
の
位
置
づ
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
プ
ラ
ン
の
理
念
で
も
あ
る「
と

も
に
支
え
あ
う
障
害
の
あ
る
人
に
や
さ

し
い
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
、
こ
の

計
画
に
基
づ
き
、
①
相
談
支
援
の
充
実

②
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
基
盤
整
備

③
地
域
生
活
の
支
援　

④
障
害
の
あ
る

児
童
の
支
援
な
ど
の
各
種
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
「
第
４
期
下
妻
市
障
害
福
祉
計
画
」は
、

平
成
27
年
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
３

年
間
を
計
画
期
間
と
し
ま
す
。

※

計
画
の
全
文
は
、
市

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
み

　

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

集
計
結
果
に
つ
い
て
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

※

計
画
の
全
文
は
、

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
で
み
る
こ
と

　

が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

  

介
護
保
険
課 

☎
45
ー
８
１
２
２

問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課 

☎
43
ー

８
３
５
２

項　　目 平成
27年度

30億
1千万円

31億
4千万円

32億
8千万円

94億
3千万円

42億
7千万円

25.4％ 26.0％ 26.7％ ー 30.8％

平成
28年度

平成
29年度

第6期
合  計

平成
37年度

標準給付費
見込額

高齢化率

平成
18年度

平成
19年度

平成
20年度

平成
21年度

平成
22年度

平成
23年度

平成
24年度

平成
25年度

平成
26年度

平成
27年度

平成
28年度

平成
29年度

平成
30年度

障害者計画 第1期

第1期

第2期

第3期

第4期

障害福祉計画

絵本の読み聞かせに夢中になる子どもたち（もみの木ふれあい広場）絵本の読み聞かせに夢中になる子どもたち（もみの木ふれあい広場）絵本の読み聞かせに夢中になる子どもたち（もみの木ふれあい広場）
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問い合わせ　企画課　☎４３－２１１３

問い合わせ　都市整備課　☎４５－８１２８

問い合わせ　企画課　☎４３－２１１３

　市では平成23年度に策定した「第4次下妻市行政改
革プラン2011－2015」に基づき、行政改革に取り
組んでいます。
　このほど、平成26年12月末時点の行政改革の進捗
状況の取りまとめが完了し、市民の代表により構成さ
れる行政改革懇談会に進捗状況を報告しました。その
概要は次のとおりです。

専門職の連携
　保健師の連携強化を図るため、福祉課・介護保険課・
保健センター３課合同にて職場内研修会を月1回開催
した。
企業誘致による財源確保
　茨城県、県開発公社等と連携し、企業誘致活動を継
続して実施中である。平成23年度当初からは6社の企
業誘致に成功している。
システム更新時の経費削減
　ITコーディネーターによるコスト評価を実施し、シ
ステムや機器の導入経費の節減を図った。

※報告書の詳細は、市ホームページで公開
　しています。
　また、企画課企画調整係（本庁舎2階）
　窓口でも閲覧できます。

行政改革の進捗状況をお知らせします
行政改革

慎重な審議が行われた行政改革懇談会（3月20日、市役所第二庁舎で）

「ふるさと下妻寄附」を活用して購入した消防ポンプ自動車（平成26年11月13日納車）

■平成26年度中の主な取組〔抜粋〕

評価基準と平成26年度取組状況

寄附者からのメッセージ（一部抜粋）

区　　　　分

完　了

実　施

取組中

比率（％）件数

３

７１

１１

８５

３.５

８３.５

１３.０

－

事業等が実施され、
完了したもの

制度の導入や事業が
実施され、今後、制
度の運用等、継続的
に実施していくもの
まだ実施されていな
いもの

合　　　　計

問い合わせ　企画課　☎４３－２１１３

　常総ひかり農業協同組合（草間正詔・代表理事組合長）と市
は3月23日、市役所本庁舎会議室で、「災害時における物資の
調達に関する協定」を締結しました。
　協定内容は、災害時に市の要請により、米や野菜など農作物
の提供を受けるというものです。市はこれまで団体や企業など
と28の災害協定を締結してきましたが、米や野菜などの農作
物を扱う団体との協定は、今回が初めてとなります。
　協定書を取り交わした稲葉市長は「新聞報道等でも取り上げ
られる首都直下地震や茨城県南部地震など大きな災害が発生し
た場合には、食糧となる米や野菜の提供は命をつなぐためにも
必要不可欠であり、市民の不安解消にもつながる。大変心強く
感じている」と感謝し、草間代表理事組合長は「災害時には組
合員と一緒になって対応に徹したい」と力強く語りました。

常総ひかり農業協同組合と
「災害時における物資の調達に関する協定」締結

固定資産評価審査委員会
委員の選任

支援体制の確立

協定書に調印し、取り交わす稲葉市長（左）と草間代表理事組合長（右）

 平成27年第1回市議会定例会において、小田
部修一さん（大串）と池田久男さん（下妻戊・田
町）を固定資産評価審査委員会委員に選任する
ことが同意されました。
　任期は、平成27年3月29日から平成30年3
月28日までの3年間です。
　固定資産評価審査委員会委員は、納税者が
固定資産課税台帳に登録された価格について不
服があった場合、その申出を受けて審査をしま
す。

公平・公正な行政を確保

小田部 修一さん
（大串）

　平成20年度の開始から寄附件数が年々増加している「ふるさと下妻寄附（ふるさと納税）」。
　平成26年度は、全国から142件、総額489万4千円の寄附をいただき、平成20年度からの寄附の
累計額は2,900万円を超えました。
　市では、皆さんから寄せられた寄附金をいったん基金として積み立てた後、寄附者のご要望に応
じて各種事業に充当しています。
　なお、寄附された方の中で、お名前の公表に承諾された方については、市ホームページに掲載し
ています。心温まるご寄附ありがとうございます。

▼実家があります。よりよい街になります様に。

▼茨城というと水戸納豆が一番に思い浮かぶのですが、

　今回の寄附を機に、下妻について知りたいと思います。

　ユニークなPR活動、応援しています。

▼のんびりしていてリフレッシュできる街、たまに行き

　たくなる昭和？の街。下妻の発展を期待しています。

▼これからも地域産業の発展をお祈りします。

▼生まれ故郷の下妻の一層の発展をお祈りします。

▼父の実家、田舎なので少しでも応援できたらと思い寄

　附させていただきました。頑張ってください。

▼こども達が世界に通じる国際人となるように育てて頂

　きたいと思います。

▼私の本家の隣の市です。地方活性化頑張ってください。

平成26年度の活用状況
　「ふるさと下妻寄附（ふるさと納税）」の平成26年度
の活用状況は次のとおりです。

■安全安心都市に関する事業
　（福祉・子育て・医療・防災・防犯等）
○市消防団へ消防ポンプ自動車の配備

全国から「ふるさと下妻寄附（ふるさと納税）」をいただきました
平成26年度寄附額：489万4千円（142件）

ふるさと納税

シンボルツリーの下にグランドカバーを記念植樹する地域や商店会の皆さん

　地域の活性化や、にぎわいのある街づくりを目指す
「砂沼周辺地区都市再生整備計画事業」の一環として、
地域住民などによるワークショップなどを通じて市民
協働で整備を進めてきた「三道地ポケットパーク」が
このほど完成し、3月27日にお披露目式が行なわれま
した。地域住民や三道地商店会の役員、市職員など約
20人が参加しました。
　完成したポケットパークは、面積373平方メートル。
ウッドデッキを基調とした広場にベンチや手洗い水栓
などが設置され、中央部のシンボルツリー周辺にはイ
ルミネーションなどのイベントに備え電源設備が整備

されています。
　ポケットパークの完成を喜ぶ三道地商店会の杉山好
昭会長は、「ワークショップを通じて、地元や商店会
の要望を伝えることができてよかった。ウッドデッキ
風のやわらかいイメージに仕上がり、子どもが遊ぶに
も、イベントをやるにもいい感じです。夏には納涼祭
をやってみたい。また町内でも有効に活用していきた
い」と地域の活性化に期待を寄せました。
　式の最後には、参加者全員でシンボルツリーの下に
グランドカバーを記念植樹し、完成を祝いました。

地域の活性化に期待「三道地ポケットパーク」完成
街なか再開発・地域活性化

池田 久男さん
（下妻戊・田町）

卍

■砂沼郵便局

■裁判所

三道地
ポケットパーク

林翁寺砂沼
N

位 置  図

下
妻
駅

国道125号



期待を胸に新たな一歩
市内小中学校入学式

歴
史
を
肌
で
感
じ
て

宮裏両樋で案内人の説明を受ける参加者

文化庁から交付された登録プレート

旧
江
連
用
水
分
水
溝
宮
裏
両
樋
国
登
録
文
化
財
記
念
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

き
ゅ
う
え
づ
れ
よ
う
す
い
ぶ
ん
す
い
こ
う
み
や
う
ら
り
ょ
う
ひ

甲冑姿で勇壮に行進する火縄鉄砲隊

満開の桜の下、「砂沼一周歩こう会」でスタンプを集める小学生たち

　宗任神社の真裏にある「旧江連用水分水溝
宮裏両樋」が当市で初めて国有形文化財に登
録されたことを受けて、市内で活動する観光
ボランティアガイド「下妻いいとこ案内人の
会」が記念ウォーキングを開催しました。
　記念ウォーキングは、午前と午後の計2回
行われ、市内外から33人が参加。市役所千代
川庁舎を発着点に、「宗道河岸」などの名所・
旧跡を回る約4キロの行程で、宮裏両樋では
３月26日の正式登録により文化庁から交付さ
れた登録プレートが特別公開されました。
 姉妹で参加し、かつての街並みの写真と現
在を見比べながら歩いた飯島さんと柴さん（共に
60代）は「歩きながら説明を聞いていると生ま
れ住んでいた場所なのに、知らないことが多
　　　　　　　　　　　　　くあると感じた。
　　　　　　　　　　　　　またイベントが
　　　　　　　　　　　　　あったら友達を
　　　　　　　　　　　　　誘って参加した
　　　　　　　　　　　　　い」と笑顔で話
　　　　　　　　　　　　　してくれました。

３
月
29
日

むねとう

か   し

勇勇
壮
な
武
者
行
列
、
圧
巻
の
火
縄
銃
演
武

壮
な
武
者
行
列
、
圧
巻
の
火
縄
銃
演
武

勇
壮
な
武
者
行
列
、
圧
巻
の
火
縄
銃
演
武

第
９
回
多
賀
谷
時
代
ま
つ
り

　今から約500年前に下妻を拠点に活躍して
いた戦国武将・多賀谷氏にちなんだ「多賀谷
時代まつり」が多賀谷城跡公園で開かれ、市
内外から約4,500人が訪れました。
　まつりは、武者大名行列が勇壮な戦国時代
を再現。川越藩火縄銃鉄砲隊保存会による砲
術演武ではすさまじい銃声が会場に響き渡り
ました。火縄銃を初めて見たという成田鴻さ
ん（下妻小4年）は「心臓まで響くほど大きな
音でびっくりした」と話し、家族4人で仲良
くまつりを楽しんでいました。
　特設ステージでは、おはやしやフラダンス、
県警音楽隊による演奏などが行われ、県警音
楽隊で下妻市出身の國府田美佳隊員は、「地
元の人に聴いてもらえてうれしい」と笑顔で
した。公園周辺では万燈神輿や山車も練り歩
き、まつりを盛り上げました。

 桜が満開を迎えた砂沼湖畔で、恒例の「下
妻砂沼桜まつり」が開かれ、小雨交じりの中、
観桜苑と砂沼南岸の特設会場に約1,500人が
来場しました。
　砂沼南岸会場では、ものまねやマジックシ
ョー、おはやしの演奏などが披露されました。
観桜苑会場では、sanumaスローマートと題
したマルシェが人気を集め、午前中でランチ
類が売り切れる盛況ぶりを見せました。
　下妻市商工会青年部が主催する「砂沼一周
歩こう会」には385人が参加。砂沼の周囲6キ
ロの遊歩道に設けられた3箇所のチェックポ
イント回りながら満開の桜を楽しんでいまし
た。

４
月
12
日

第
44
回
下
妻
砂
沼
桜
ま
つ
り
４
月
５
日

参加者総出でワイヤーロープを巻き上げ、こいのぼりを上げました
鬼鬼
怒
川
河
川
敷
に
こ
い
の
ぼ
り
悠
々
と

怒
川
河
川
敷
に
こ
い
の
ぼ
り
悠
々
と

鬼
怒
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン
こ
い
の
ぼ
り
設
置
作
業

鬼
怒
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン
こ
い
の
ぼ
り
設
置
作
業

鬼
怒
川
河
川
敷
に
こ
い
の
ぼ
り
悠
々
と

鬼
怒
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン
こ
い
の
ぼ
り
設
置
作
業

　鬼怒フラワーライン（大形橋上流左岸河川敷）
に、こいのぼりが登場しました。同河川敷を
管理する花と一万人の会が市民等に設置作業
の協力を呼び掛け、毎年5月に開催される「花
とふれあいまつり」に合わせて平成16年から
続けています。
　ワイヤーロープで吊り上げられた75匹のこ
いのぼりは、鬼怒川に並行して、花畑を縦断
するように約200メートルにわたって悠々と
泳ぎ出しました。
　同会の須藤洋一副会長は「近年、こいのぼ
りを上げる家庭が少なくなってきているので、
この場所を見て少しでも楽しんでもらえたら
うれしい」と来場を呼び掛けました。
　5月17日（日）には同河川敷で、色鮮やかなポ
ピーが咲き誇る中、「花とふれあいまつり」
「鬼怒川流域交流Eボート大会」が同日開催
されます。

４
月
19
日

満
開
の
桜
が
お
出
迎
え

満
開
の
花
畑
を
期
待
し
て

ポピーの新芽と雑草を丁寧に見分けながら手作業で抜いていきました（4月18日）

名前を呼ばれ、元気に返事ができました（上妻小学校）在校生から歓迎を受ける新中学1年生（下妻中学校）

小
貝
川
ふ
れ
あ
い
公
園
花
畑
除
草
作
業

　「小貝川フラワーフェスティバル」に向けて
きれいな花を咲かせようと、小貝川ふれあい
公園の花畑で、除草作業が行われました。
　地元自治会や市内企業、ボランティア団体
などから約600人が参加した3月14日の除草作
業に続いて2回目となる今回は、4月中旬に各
団体がそれぞれ作業を行いました。
　花畑を管理する小貝川ふれあい花の会の塚
田宏治会長は「今年のポピーは、発育が順調」
と笑顔。5月下旬には3.2ヘクタールの広大な
花畑一面に、300万本の色鮮やかなポピーや
キンセンカが期待されます。
　5月24日（日）には、同花畑を会場に「小貝
川フラワーフェスティバル2015」が開催され
ます。

　市内小中学校で入学式が行われ、9小学校で378人、3中学校
で398人の新1年生が校門をくぐりました。
　このうち、上妻小学校では新1年生48人が上級生と手をつな
いで体育館に入場。保護者や地域住民、学校関係者の歓迎を受
けました。新入児呼名では、担任教諭から名前を呼ばれると元
気に「はい」と返事をしていました。
　下妻中学校では、201人の新入生を前に生徒会長の菊池由良
さん（3年）が「大人に成長していく過程で多くのことを学び、
勉強して、私たちと一緒に下妻中学校の新しい伝統をつくって
いきましょう」と歓迎のことばを述べ、在校生全員で声をそろ
えて合唱曲「大切なもの」や校歌を披露ました。
　新1年生たちは、期待を胸に新たな一歩を踏み出しました。

４月６日

こう
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何歳になっても「新たにつながる」

飲まない・賭けない・呆けない「健康麻雀」は初心者大歓迎。
会話をしながら、楽しいひとときを過ごす参加者
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受 賞 者 紹 介

国土交通大臣表彰

木村 進さん
（肘谷）

　国土交通大臣表彰（観光関係功労）を受賞した
木村進さん（肘谷）が4月24日、稲葉市長を表敬
訪問しました。
　木村さんは、市内で旅行業を営む一方、全国旅
行業協会理事や茨城県旅行業協会会長を歴任する
など、多年にわたり観光関係事業に精励された功
績により受賞されました。

温かい善意ありがとうございます

常陽銀行下妻支店から防犯ブザー寄贈
　入学式を前にした3月30日、市内9小学校の新
1年生に常陽銀行下妻支店から防犯ブザーが寄贈
されました。
　櫻井紳一支店長が市役所を訪れ、「市内の子ど
もたちが元気で安全に学校生活を送っていただけ
れば何よりです」と防犯ブザー400個を寄贈。稲
葉市長、青柳教育長が出席して寄贈式が行われま
した。子犬をかたどったLEDライト付きの防犯ブ
ザーは4月6日の入学式当日、新1年生全員に配布
されています。平成17年から続く同社の防犯ブ
ザー寄贈は今年で11年目を迎えました。

櫻井支店長（左）から稲葉市長（中）に目録、青柳教育長（右）に
防犯ブザーが手渡されました

　市は3月27日、市内の民間事業者や各種団体等と連
携し、高齢者や障害者、児童を地域社会全体で見守る
体制づくりを進めようと、「下妻市高齢者等見守りネ
ットワーク事業連携協定」を30の事業者と締結しま
した。
　要支援者の発見・通報から支援に至るまで、市と連
携して「見守りネットワーク」を実施できる事業者・
団体等を今年2月から約1カ月間募集したところ、今
回の30事業者から申し込みがありました。
　市役所第二庁舎で行われた締結式で事業者を代表し
てあいさつした、いばらきコープ生活協同組合の佐藤
洋一・代表理事理事長は、これからは高齢者や一人暮
らしが増えてくることを踏まえ、「一人暮らしになっ
ても、一人ぼっちにさせない。誰もが安心して暮らせ
る地域づくりに貢献していきたい」と力強く抱負を語
りました。
　市では、今後も引き続いて見守りネットワーク事業
の賛同者を募り、見守りの輪を広げていきます。

地域社会全体で見守ります
「下妻市高齢者等見守りネットワーク事業連携協定締結式」

安心・安全なまちづくり

安心して暮らせる地域づくりに取り組んでいきます

No.
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

協 力機関・団体・事業者等
茨城県下妻警察署
下妻消防署
日本郵便株式会社 下妻郵便局
社会福祉法人 下妻市社会福祉協議会
下妻市民生委員児童委員協議会
下妻市老人クラブ連合会
株式会社 常陽銀行 下妻支店
株式会社 常陽銀行 下妻東支店
株式会社 常陽銀行 千代川出張所
いばらきコープ生活協同組合
よつ葉生活協同組合
生活協同組合パルシステム茨城
綜合警備保障株式会社 茨城支社
株式会社 あおば
社会福祉法人 仁済会
株式会社 アシエンダ
軽部病院
有限会社 なかぼし
デイサービス藍藍
サービス付高齢者向け住宅ここいち下妻
有限会社 ヘルスケアー下妻
特別養護老人ホーム 愛宕園
ハート・ワン大宝
有限会社 スマイル スマイル指定訪問介護事業所
下妻デイサービスあおやま
つくばケアセンター 訪問リハビリテーション
平石牛乳店
有限会社 峯商店
フルヤ牛乳千代川販売店
第一環境株式会社

市民の声

　地域住民が気軽に集い、レクリエーション活動

などを通じて、交流のできる場としての「たまり

場」設置運営事業などに取り組むPNO法人「ゆい

の会」で理事を務める小林さんからのお便りを紹

介します。

　「ゆいの会」は昨年春、赤い羽根共同募金地域助成
事業として市内見田の空き家となった民家を借り受け、
どなたでも気軽に集える「たまり場ゆい」を開設しまし
た。
　そして12月にはNPO法人の認可を受け、公的機関
から福祉事業を受託できるよう力を蓄えつつあります。
　今、「たまり場ゆい」は週2回、火曜日と木曜日の午後
にオープンしています。火曜日は「健康麻雀」がメーン
ですが、木曜日には「歌う」「食べる」「お話を聞く」
「DVDを観る」など多彩なメニューが展開します。特に
しばりはありませんから、好きなプログラムに参加する
ため、市内各地から各回10人程度の方々がマイカーで
集まってきます。リタイアされた方、一人暮らしの方、障
害を抱える方など、30代から90代と幅広い年代にわた
っているのもこの会の特徴です。2月には茨城町社会
福祉協議会から27人のお客様が視察にみえました。

　特に人気のある「健康麻雀」は、このところ２卓では
足りなくなりました。最初はこたつを利用していたので
すが、足の不自由な方が腰掛けて楽しめるようにと、器
用な方が腕によりを掛けて麻雀卓を作ってきてくださり、
回を重ねるごとに参加者がますます仲良く元気になっ
てきているのはうれしい限りです。
　人は誰であっても「絆」と「生きがい」が得られる「居
場所」が必要です。そして私たちは何歳になってもきっ
かけがあれば「新たにつながることができる」と強く思
っています。
　関心のある方は、「ゆいの会」代表・小貫悦子（☎090
－4959－5489）までご連絡ください。

早く大きくなってね
ホタルの幼虫放流式

ホタルの幼虫を優しく池に放流する子どもたち

　ビアスパークしもつま内のほたるの里で行われた「ホ
タルの幼虫放流式」に、市内の親子など約20人が集まり
ました。
　放流式は、下妻ほたるの会（寺尾法誉会長）が平成18
年から続けている事業で、ホタルを通じて自然環境の大
切さを学ぶとともに、ホタルをビアスパークしもつまの
新たな集客の目玉にして活性化させることを目的として
います。
　「ホタルの幼虫は思ったより大きくて黒く、触ったら
柔らかくてびっくりした」と、初めてホタルの幼虫に触
れた下妻ボーイスカウト所属の村山怜緒くん（下妻小４
年）。自然の大切さを肌で感じながら「成虫になったら、見
に来たい」とホタルが舞う夏の夜を待ち望んでいました。

３月29日

有料広告欄有料広告欄有料広告欄
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】
説
解
【

く
も
が
な
か
っ
た
ら成幸・華代さんの二男

髙橋 大寿ちゃん

たいじゅ

しげ ゆ き

谷古宇 りい・ももちゃん

下妻戊長塚

市
民　

芸

文

句
　
俳

歌
　
短

にんきもの
わがやの 　このコーナーでは、市内在住の１～３歳までのお子さんの写真に、お父さん・お母さんの

コメントをつけて紹介しています。誕生日など、思い出の１ページとしていかがですか？
　ご希望の方は、【秘書課・広報広聴係 ☎４３-２１１２】までご連絡ください。
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おおかわ あきら
３歳９か月
（下妻小友幼稚園）

前回登場の鈴木牧さんからの紹介

わたしから

酒寄 三枝子さん（鬼怒）

vol.112

さわやか
リレー

ど
う
し
て

く
も
は　

あ
る
の
か
な

く
も
が
な
か
っ
た
ら　

あ
め

ふ
ら
な
い
で
し
ょ

　

幼
稚
園
に
行
く
車
の
中
か

ら
雲
を
見
て
、
こ
ん
な
質
問

を
し
て
き
ま
し
た
。
「
ど
う

し
て
だ
と
思
う
？
」
と
聞
い

た
ら
、
雨
が
降
ら
な
い
と
い

う
答
え
が
返
っ
て
き
て
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。

　

採
集　

母　

大
川　

悦
子

　お兄ちゃんとお姉ちゃんたちがと
ても大好きな末っ子です。妖怪ウォ
ッチの曲に合わせてノリノリで踊る
姿に頬も緩んでしまいます。おしゃ
べり上手でいろんな言葉を知ってい
て「そんな言葉をどこで覚えたの？」
と両親を驚かせることも多いです。
　これからも、兄弟仲良くたくまし
く育っていってほしいです。

　歌とおしゃべりが大好きで、まだ
まだ甘えん坊な長女のりい。おてん
ばだけど、長女が泣いていると「よ
しよし」してあげる優しい次女のも
も。毎日二人に癒されています。
　これからも姉妹仲良く助け合って
優しい女の子になってね。パパとマ
マはりいとももが大好きだよ♪

　原 美緒ちゃん

みおよしはら

高道祖
　5歳と3歳のお兄ちゃんに囲ま
れた、末っ子長女の1歳の美緒。
まだまだ甘えん坊なお兄ちゃんた
ちですが、美緒に対する愛情は人
一倍です。
　3人が毎日楽しく、健康に過ご
せることを、家族皆が願っていま
す。たくさんの幸せと、お友達に
恵まれますように…

　

私
は
飽
き
っ
ぽ
い
性
格
で
す

が
、
唯
一
続
い
て
い
る
趣
味
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
ス
キ
ュ
ー

バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
で
す
。

　

陸
上
か
ら
見
る
海
と
は
ま
っ

た
く
違
う
世
界
に
虜
に
な
り
、

日
本
だ
け
で
は
潜
り
足
ら
ず
、

海
外
に
潜
り
に
行
く
ほ
ど
に
な

り
ま
し
た
。

　

色
と
り
ど
り
な
魚
、
カ
メ
、

固
有
種
、
食
べ
る
と
お
い
し
い

魚
な
ど
、
出
会
え
る
と
ワ
ク
ワ

ク
し
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
私

が
大
好
き
な
の
は『
海
の
宝
石
』

と
も
言
わ
れ
る
ウ
ミ
ウ
シ
で
す
。

こ
の
広
い
海
に
指
先
程
の
小
さ

な
ウ
ミ
ウ
シ
が
一
生
懸
命
生
き

て
い
る
姿
は
と
て
も
愛
お
し
い

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
通
じ
、

人
の
輪
も
広
が
り
ま
し
た
。
年

齢
や
性
別
に
関
係
な
く
、
い
ろ

い
ろ
な
人
た
ち
と
交
流
を
持
て

る
よ
う
に
な
り
、
自
分
も
大
き

く
成
長
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
は
子
ど
も
が
小
さ
く
、

潜
り
に
行
く
機
会
が
減
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
将
来
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
素
敵
な
海
の
世

界
を
共
有
で
き
る
日
を
待
ち
望

ん
で
い
ま
す
。

　「わーきれい!」「色がまざ
っていくね!」と、にじみ絵
を楽しみました。
　それぞれの個性が集まっ
て「大きなこいのぼり」が
できました。
　空を泳ぐこいのぼりのよ
うに、元気にのびのびと過
ごしていきましょう!

▲年長（ほし組）の皆さん

上 妻 幼 稚 園

「大きなこいのぼり」できたよ!!

海
と
と
も
に

三夫・香奈さんの長女・二女
み つ お

祐輔・美紗樹さんの長女
ゆ う す け み 　 さ 　 き

子どもの
純粋な

心のつぶ
やき

有料広告欄有料広告欄
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6 Jun
Health Calendar

6月1日～6月30日
月

相談ごと
◆行政相談
日　時　６月１２日（金）午後１時３０分～３時３０分
場　所　千代川公民館 １階 小会議室
日　時　６月１９日（金）午後１時３０分～３時３０分
場　所　下妻公民館 １階 和室
問合先　秘書課　☎４３－２１１２

◆人権相談
日　時　６月５日（金）午前１０時～午後３時
場　所　下妻公民館 ２階 学習室
問合先　人権推進室　☎４３－８２４６

◆こころの健康相談
日　時　６月１０日（水）午後１時～４時（予約制）
場　所　市役所第二庁舎 ３階 小会議室
問合先　福祉課　☎４３－８３５２

◆消費生活相談
日　時　月・火・木・金曜日（毎週）
　　　　午前９時～１２時　午後１時～４時３０分
　　　　日曜日（６月２８日）
　　　　午前９時～１２時
場　所　下妻市消費生活センター（千代川庁舎内）
問合先　下妻市消費生活センター　☎４４－８６３２

◆納税相談
・夜間納税相談
日　時　６月４日（木）午後５時３０分～７時３０分
・休日納税相談　
日　時　６月２８日（日）午前８時３０分～午後５時
場　所　市役所本庁舎 １階 収納課
問合先　収納課　☎４３－８２７４

◆法律相談
日　時　６月９日（火）・１６日（火）・２３日（火）
　　　　午後１時３０分～３時３０分
　　　　※事前に予約が必要です（当日不可）
場　所　６月９日　市役所本庁舎 ３階 中会議室
　　　　６月１６日　市役所第二庁舎 ３階 大会議室
　　　　６月２３日　市役所第二庁舎 ３階 中会議室
問合先　下妻市社会福祉協議会　☎４４－０１４２

人　口
　男
　女
世帯数

前月比 前年比
43,294人
21,678人
21,616人
15,275世帯

（－25）
（＋  4）
（－29）
（＋25）

（－282）
（－147）
（－135）
（＋106）

渡辺クリニック

元気アップ教室（9:15～10:00）

すくすく相談（13:30～）
５か月児健診（13:15～13:30）
ぴよぴよ教室（10:00～10:30）

２歳児歯科健診（13:15～13:30）
キッズくらぶ〈ベビー＆ママ体操〉（10:00～10:30）
パクパク離乳食教室（10:00～10:15）

１歳６か月児健診（13:15～13:30）
３歳児健診（13:15～13:30）

特定健診〈基本健診〉
下妻保健センター（9:30～11:30、13:30～15:00）
特定健診〈基本健診〉
下妻保健センター（9:30～11:30、13:30～15:00）
特定健診〈基本健診〉
下妻保健センター（9:30～11:30、13:30～15:00）

西南

10

月

2 火

3 水

水
11 木

13 土
14 日
15 月

16 火

17 水

18 木

19 金

20 土

21 日
22 月
23 火
24 水
25 木
26 金
27 土
28 日
29 月
30 火

12 金

◆火災・災害のとき　　　  ☎0296-44-3111
◆市役所などの行事・催物  ☎0296-43-4000

♥

人口と世帯

テレフォンサービス

５月１日現在の常住人口

小

西南小

西南小

特定健診〈基本健診〉
下妻保健センター（9:30～11:30、13:30～15:00）4 木

西南小

夜間健診〈特定・基本〉
下妻保健センター（16:00～20:00 予約者のみ）

セット健診〈健診＋胃がん〉
下妻保健センター（7:00～10:30 予約者のみ）
セット健診〈健診＋胃がん〉
下妻保健センター（7:00～10:30 予約者のみ）
セット健診〈健診＋胃がん〉
下妻保健センター（7:00～10:30 予約者のみ）

5 金

6 土
7 日
8 月
9 火

古河小

西南小

西南小

西南小

西南小

西南小

西南小

古河小

西南小

友愛小

西南小

西南小

友愛小

西南小

古河小

西南小

西南小

西南小

西南小

西南小

西南小

古河小

西南小

友愛小

西南小

西南小

在

砂沼湖畔クリニック在

宇津野医院在

菊山胃腸科外科医院在

6 1

健康カレンダー

小児輪番病院は、入院治療を必要とする子供の救急医療を行っています。
受診される際は、医療機関に必ず事前に電話でご相談ください。
西南・・・茨城西南医療センター病院（境町２１９０）☎０２８０－８７－８１１１
友愛・・・友愛記念病院（古河市東牛谷７０７）☎０２８０－９７－３０００
古河・・・古河赤十字病院（古河市下山町1150）☎０２８０－２３－７１１１

在 休日在宅当番医 午前９時30分～午後４時
渡辺クリック　　☎４３－７７７３

宇津野医院　　　☎４５－０３１１

砂沼湖畔クリニック　☎４３－８１８１

菊山胃腸科外科医院　☎４４－２０１４

夜間応急診療所
土･日･祝日（1月1日を除く）：午後７時～翌朝７時

保健センター内　☎４３－１９９０

小 小児救急当番医
月･火・水・木・金・土曜日：午後6時～午後11時

日曜・祝日：午前9時～午後4時

232億9,313万円
（特別会計を含む）

58億6,233万円
40億　835万円
36億9,696万円
97億2,549万円

市の財産
土　　地
建　　物
車　　両
基　　金

　1,205,891㎡
　151,066㎡
　130台
29億5,903万円
（特別会計分1億8,909万円を含む）

市債現在高

下水道事業債
教　育　債
土　木　債
そ　の　他

市民１人あたりの
市　税

120,422円
固定資産税
市民税
たばこ税
その他

57,737円
51,731円
8,451円
2,503円

市民１人あたりに
使われるお金
417,799円

特別会計
会　　計会　　計 歳入（収入済額）歳入（収入済額） 歳出（支出済額）歳出（支出済額）

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
介護サービス事業
下水道事業
砂沼サンビーチ

52億9,048万円
3億5,905万円
31億1,776万円

1,043万円
8億2,464万円
2億3,620万円

51億　597万円
3億4,955万円
28億6,051万円

670万円
9億3,725万円
1億7,285万円

市 税
地 方 交 付 税
国 庫 支 出 金
繰 越 金
市 債
県 支 出 金
地方消費税交付金
諸 収 入
地 方 譲 与 税
分担金及び負担金
使用料及び手数料
そ の 他

55（億円）0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

54億635万円
36億6,085万円

18億6,697万円
12億8,842万円

7億9,004万円

※その他には、自動車取得税交付金、財産収入、
　地方特例交付金、配当割交付金などがあります。

6億7,013万円
5億1,314万円
3億9,892万円

2億3,489万円
1億9,862万円
1億1,750万円
1億3,808万円

民 生 費
教 育 費
総 務 費
土 木 費
公 債 費
衛 生 費
消 防 費
農 業 費
議 会 費
商 工 費
労 働 費

55（億円）0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

52億903万円
24億5,975万円

19億9,520万円
17億874万円
17億581万円

12億1,041万円
6億9,705万円
6億1,472万円

2億495万円
1億4,888万円
2,232万円

予算の執行状況平平成26年度
一般会計歳入（収入済額） 152億8,391万円 予算現額 187億5,709万円

（収入率　81.5％）

一般会計歳出（支出済額）  159億7,686万円 予算現額 187億5,709万円
（執行率　85.2％）

（平成27年３月31日現在）

有料広告欄
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